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＜専門・研究対象＞ 
肺癌の分子病態をより深く理解すべく、新たな肺癌関連遺伝子・分子標的の同定及び機能

解析などの基礎研究から、極めて近未来における臨床への導入を目指したバイオマーカー

探索などの応用研究まで、ゲノミクス、プロテオミクス解析を含む実験室におけるウェッ

トの解析と、コンピュータを用いたインシリコの解析を統合し、多角的に研究を展開中。 
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